
 

 

高等学校の教育の質を維持・向上できるよう、県全体のバランスを考慮しながら、適正な学校規模の維持と適切な配置に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知追手前高校吾北分校 

佐川高校 

檮原高校 

中村高校西土佐分校 

宿毛高校 

清水高校 

幡多農業高校 

中村高校 

大方高校 

窪川高校 

須崎高校 

須崎工業高校 

高岡高校 

高知海洋高校 

伊野商業高校 

山田高校 

城山高校 

中芸高校 

安芸高校 

室戸高校 

宿毛工業高校 

安芸桜ケ丘高校 

適正規模  

（中山間地域を含めた）県全体としては、「1学年４～８学級」の学校規模。 

（一定の生徒数が見込まれる）高知市及びその周辺地域の中央部は、「１学年６～８学級」の学校規模の維持に努める。  

中山間地域の学校  

・地域の学びの機会を保障するために、最低規模を「１学年１学級以上」などとして、できるだけ維持。  

南海トラフ地震への対応 

・海沿いにあり津波により、大きな被害が想定される学校については、学校の特性や地域の実態を踏まえながら、「適地への移転や統合の可能性を含め、対応を検討」する。 

嶺北高校 

香美市 

沖ノ島 

 

 

高知農業高校 

高知東工業高校 

岡豊高校 

春野高校 

高知西高校 

 

高知南高校 

高知工業高校 

高知東高校 

高知追手前高校 

高知丸の内高校 

高知小津高校 

高知北高校 

安芸市 

馬路村 

室戸市 

北川村 
東洋町 

奈半利町 田野町 

安田町 

芸西村 

香南市 

本山町 大豊町 

南国市 

土佐町 

大川村 

高知市 

土佐市 

越知町 

佐川町 

いの町 

日高村 

仁淀川町 

四万十町 

四万十市 

津野町 

中土佐町

町 

梼原町 

黒潮町 

大月町 

三原村 

宿毛市 

土佐清水市 

須崎市 

適正な学校規模の維持と適切な学校の配置について 

 

      

四万十高校 

 

普通科  

  卒業後の多様な進路選択の保障と地域を担う人材の育成という観点から、  

県全体のバランスを考慮した適切な配置に努める。  

 進学拠点校  

  難関大学や医学部等への進学も実現できる、進学拠点校を県全体のバランス

も考慮しながら配置する。  

 併設型中高一貫教育校 

  東部、中央部、西部の３地域での配置を維持する。  

学び直しの機能を持った学校 

  不登校や中途退学を経験した生徒、発達障害等のある生徒などを受け入れる

体制を整えた学校を「1学年 1学級以上」として維持する。  

    

総合学科の学校  

 生徒が興味関心に応じて系列を選択することで多様な進路希望に対応できる

特色を生かすために、現在の各地域での配置を維持することに努める。  

 

産業系専門学科の学校  

  本県の産業を担う人材の育成及び産業振興のため、現状の学校の配置を維持

することに努める。   

 

分校  

分校は、募集停止する条件を緩和し、平成 27年度から「1 学年 1 学級 20 人

以上を 2年連続して満たない状況になった場合」とし、維持に努める。 

  

定時制・通信制の学校  

・定時制（夜間）は、「学校全体の生徒数を 20人以上」に緩和し、各地域での 

維持に努める。 

・通信制は、現在の中央部と西部の２校の配置を維持する。  

 

高知市及びその周辺地域の中央部 

平成 26年 6月 16日 教育委員協議会 
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